





















I TP3 学会発表の超ピンチ θ 初めての論文lこまつわる物語・・・
TP4 故Dr.Watherlyとの出会い e 留学中、もっとも純粋に研究してた この辺りまで、順調に基礎
迷わず修士、迷わず博士へ 9 研究を応用展開するという
I TP5 博士後期課程の集いに参加して・・・ 流れ。論文執筆も順調に複
数の論文賞、国際会議招待




I TP6 Zこで金属材料の世界から大吉く飛び出す しかし、後半は『いきい吉
研究室増産プロジ工クト」

















に限られていて、それは使用できる実験装置に強く依存していた。その中で、いかにして次々とユニ クな研究を仕働け、 資金を獲得し、 使
E 用可能な装置や人員を極大していくかが勝負どころだった。そうしてこの研究が 『成功』 すればどこかの企業が技術化し、さらにうまくいけ
哲学のBefore&After ぱ商品化され細胞医療の発展に大きく貢献すると本気で思っていた。
After 





け。 ポストについてもそれだけ。そのように考えることができるようになったのは、 やはり 「考える」 ということがわかったからだろう。
僕は人生を戻したら次はこうするとか考え無い （必ずまたこうなる）ので、
以下、もし博士課程に戻ったのなら、今日から今すぐ始めたい3つのこと - この聞いはナシにさせてくださいw
と、 言ったものの・ 1 それに、年下回けて 「 すべき」とかいうのはだいっきらいなので、みなさんに対してもそれをするのはいや
｜ ゆえに、結果として、僕が普段気をつけることを3点書吉ますね。




そもそも r専門Jって何？ <: 
僕が博士課程だったら ある特定の 「思考の癖J e それはむしろ壊すべきこと




では、真なる 「専門」とはフ 司 ゆえ岬門を進めるほど狭くならずに深くなるe 

















e 一」 なんてうすっぺらいことで納得してはだめですよ 可 そもそも異分野とは何かっ




＊ 言葉って何？ ＠ 理科系は言葉を軽視しすぎ （プログラムみたいな論文の弊害） 。文科系は言葉に頼りすぎ（うまく言ってごまかしてるだけ） 。
食 言葉と応、 致してますか？ e 正しい言葉は必ず心と一致。そういう適切な言葉のやりとりのみが成長に通じます
それこそが真なる 『いい仕事Jにつながる
酎＝他人＝人間＝人類 ； 乙ー 」
すなわち 「人間」 そのものについて知るということ 立場が変わってもそうである事象
「学問」とは何か 一一;tt.；：，とi自分を知るということ G 自分がみつからない その域で思考するのは簡単ロ自分を越えたものの存在に驚異するだけ（客体） 。そして、






｜ 余談2 近代人の三大思い込み 「自分」 『社会』 『国家」
人間の本質は 「自由』 。囚われ、 まやかし、現象、思い込み（観念）が人聞を不自由にしている。それら思考の殻を見抜き、破壊してこそ、真に自由に
なれる。そうして、自らなるところの人間、すなわち 『自分」になる。こんな世でもこれこそが幸福になる人生 ｛＝現実） 。
教えること、伝えたいことなど、 何もないです。僕は自分への聞いをこの場で肱いただけ。
量量後に e こんな話し、なんか参考になるのかな って本気で思う． 司 ↑ 僕はどこでだれに話すときでもこうとしかできません。
｜ もし個別で話したいって方がおられたなら、 毎月定例閲催している r異分野受流会」＠京大に
